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研究成果の概要（和文）：本研究は、意識と無意識という人間の持つ二つの処理システムがいかなる形で我々の社会的
認知に影響を及ぼしているか、総合的に検討することを全体の目的とした。結果、意識と無意識は本質的に独立したシ
ステムであること、またそれぞれ優先的に処理を行いやすい情報があることを明らかとした。すなわち、ある情報接触
によって発動する心的過程は、その情報の種類や状況に応じて、適応的に使い分けられていることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is that how conscious and unconscious systems affect 
our social cognition. Results indicated as follows: Conscious and unconscious processes are essentially 
independent. Moreover, both processes are uniquely sensitive to different types of information sources. 
These results suggest that the mental process which is triggered by certain information seems to serve 
different functions, supporting our highly sophisticated social lives.

研究分野：社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現代は“情報過多社会”とも呼ばれる通り、
当人の意思とは無関係に、常に何らかの情
報・刺激に曝されている。例えば、通勤や通
学の際だけでも、街頭の看板、電車内での中
吊り広告など、限りない情報で溢れている。
この傾向は、インターネット（以降、ネット
と略記）の普及により急速に加速しつつあり、
もはや時間や場所を問わず、常に多くの情報
へとアクセスが可能となった。ところが、匿
名的なネット上には、誹謗・中傷、犯罪に関
連した情報、性的な広告バナー、偏見・差別
的発言など、攻撃的・不快な情報が多い。ま
た、従来は目にする機会の少なかったこのよ
うな情報に対しても、常に万人がアクセス可
能な状況にある。すなわち、攻撃的な情報・
刺激への接触が、以前と比べ極めて日常的な
事態として、なかば無意識的に経験されてい
るのが現状であろう。さらにそうした情報・
刺激への無意識的接触の影響は、本来ならば
微小なものでも、日々の反復的な接触の中で
累積され、人々の認知・行動に大きな影響を
及ぼす（川上・吉田，2011）。 
これまで、情報への無意識的な接触による
影 響 を 捉 え た 研 究 は 少 な く な い
（Dijksterhuis & Nordgren, 2006; Wilson, 
2005 など）。しかしながら、情報への接触と
いう事態を現実に即して考えてみると、日常
的な接触には、無意識的な接触だけでなく、
当事者が注意を向ける意識的な接触とが混
在していることは明らかであろう。つまり、
環境内に存在する全ての情報が意識あるい
は無意識のいずれかで処理されることはあ
りえず、少なからず両者が関わり合いながら
処理されると考えられる。しかし、先行研究
においては、意識的な接触と無意識な接触に
よる影響が、異なる参加者間でそれぞれ個別
に検討されてきた（Bornsten & D’Agostino, 
1992 など）。したがって、意識的な接触と無
意識的な接触の混在を踏まえた日常的な情
報接触の影響を捉えるためには、個人内で両
者が混在する形での直接的な検討が必要で
あろう。 
 
２．研究の目的 
 本計画では、意識と無意識という人間の持
つ二つの処理システムがいかなる形で我々
の社会的認知に影響を及ぼしているか、総合
的に検討することを全体の目的とした。この
目的の達成のため、 
(1)意識的な情報接触と無意識的な情報接触
による影響の違いについての検討、 
(2)それを踏まえた上での日常的な影響の検
討、 
(3)意識的な処理と無意識的な処理における
処理特性の違いについての検討、 
の 3ステップで一連の研究を実施した。 
 
３．研究の方法 
 （１）ステップ１：研究の目的(1)の検討

のため、第一に、単純接触効果における閾上
呈示と閾下呈示の強度の比較を行った。具体
的には、同一実験参加者内で閾上と閾下で刺
激を同時に呈示し（入力過程）、どちらの刺
激入力の方が効果が大きいかを比較した。ま
た、その効果測定（出力過程）には従来の自
己報告による顕在指標と、GNAT と IAT という
潜在指標を用いることで、多面的な測定を試
みた。 
さらに、実験 2 ではこの手法を発展させ、
意識的な処理と無意識的な処理の関係を探
るため、閾上と閾下で同一人物の矛盾した表
情を呈示することによって、意識と無意識に
よる情報が競合する状況を作り出した。 
 
（２）ステップ２：研究の目的(2)の検討
のため、実験 1では、日常的に接触する文字
の形態的側面が説得的メッセージに及ぼす
影響を検討した。具体的には、まず接触フェ
イズにて複数の手書き文字列を実験参加者
へ呈示した。その後の評定フェイズでは、予
備調査から中立的な内容として選定された 2
つのメッセージ（親近性高・親近性低メッセ
ージ）を示し、そのメッセージへの納得度と
賛否度を測定した。 
 さらに、実験 2では、インターネットの掲
示板など、匿名的な状況で散見される攻撃的
な情報への接触の影響を、存在脅威喚起理論
の観点から検討した。具体的には、死を連想
させる単語を閾下呈示し、その影響を測定し
た。 
 
（３）ステップ３：研究の目的(3)の検討
のため、実験１では、ある画像を閾下で反復
呈示する前に、言語的教示によって画像に関
する構えを形成するという手法を用い、単純
接触効果の生起を検討した。 
実験 2では、形容詞と表情という言語情報
と画像情報が矛盾するようペアを組み、閾上
あるいは閾下で呈示し、人物の印象形成にお
いて、いずれの情報の影響が強く現れるかを
検討した。 
 
４．研究成果 
 （１）ステップ１： 実験 1において、刺
激を閾上呈示した場合には、顕在指標と潜在
指標の両方で単純接触効果が生じた。しかし、
閾下呈示の場合には潜在指標のみの効果に
留まった。加えて、両呈示の効果を比較した
ところ、顕在指標においては閾上呈示の方が
効果が強いものの、潜在指標では両者に差は
なかった。すなわち、無意識的な反応を測定
する潜在指標については同程度、意識的な反
応を測定する顕在指標については閾上での
意識的な入力の方が強いことが明らかとな
った。 
 さらに、実験 2では、潜在指標では、閾下
呈示された表情に基づいた印象が形成され
たのに対して、顕在指標では閾上呈示された
表情に則した印象が形成された。つまり、閾
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上と閾下で入力される情報が競合する極端
な状況下においては、意識と無意識は比較的
独立したシステムとして機能し、入力過程の
意識性に応じた反応が出力過程で優先的に
現れることが示唆された。結果のモデルを図
1に示した。 
 これまで、意識的・無意識的な情報への接
触による影響の検討はなされてきたものの、
それらはいずれも異なる参加者間で個別に
検討されたものであり、個人内で両情報がど
のように処理されるかを明らかにしたもの
はない。その点で、本研究（ステップ１）か
ら得られた知見は、意識的・無意識的な情報
の個人内での関わり、統合過程の解明に貢献
するものと考えられる。 

図１ 意識と無意識の多層的処理モデルの概略 

 
（２）ステップ２：実験 1において、親近
性の高いメッセージに限って、評定の前に接
触した筆跡と同じ筆跡で書かれた場合の方
が、より説得的効果が強いことが明らかとな
った。ただし、実験参加者は、メッセージが
その前に接触した手書き文字と同じ筆跡で
あることに気づいておらず、この効果は無意
識的なものであることが示された。すなわち、
インターネットなどで日常的に接触する文
字情報については、その形態的な側面の影響
を無意識的に受けることが示唆される。 
 実験 2の結果では、男性の実験参加者に限
って、死関連語と自己関連語が結びついた場
合、握力の増大という身体反応に影響が現れ
ることが明らかとなった。結果を図 2に示し
た。これは、存在脅威喚起理論に基づき、無
意識的な死の顕現化が「男性は強くあるべき
だ」とする社会的規範に沿った反応が現れた
ためと考えられる。すなわち、インターネッ
ト上などで、攻撃的な内容の情報に無意識的
に接触することは、認知的な影響だけではな
く、身体反応というより直接的な社会的影響
を持つ可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ ステップ 2 実験２の結果 

 以上より、ステップ１において意識と無意
識の多層的な認知過程が示唆されたが、ステ
ップ２における検討は、この多層的な認知過
程が、説得や握力の増大など、極めて身近な
影響として出現する可能性を示唆したもの
と考えられる。 
 
（３）ステップ３：実験 1では、実際に呈
示する画像と言語的な教示が不一致の場合、
潜在指標においては実際に呈示された刺激
に基づく反応が現れる一方、顕在指標におい
ては教示によって形成されたイメージに基
づく反応が現れた。すなわち、意識はイメー
ジに基づいた処理を担い、無意識はより現実
に基づいた処理を担うことが示唆される。結
果と手続きの概略を図３に示した。 

図３ ステップ３ 実験１の手続きと結果の概略 

 
加えて、実験２では、形容詞と表情という
言語情報と画像情報が矛盾するようペアを
組み、閾上あるいは閾下で呈示したところ、
閾上呈示された場合には言語情報に基づい
た反応、閾下呈示された場合には画像情報に
基づく反応が現れた。すなわち、意識は言語
的な情報に、無意識は画像情報に鋭敏である
ことが示唆される。結果と手続きの概略を図
４に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
図４ ステップ３ 実験２の手続きと結果の概略 

 
 得られた成果のインパクト 
無意識に関わるこれまでの心理学的研究
の多くは、従来意識が担うと考えられてきた
心的活動が、実際には無意識に行われること
を示すことで、意識の限界を明らかとしてき
た（Hassin, 2013）。それに対して、本計画
における一連の研究から得られた知見は、意
識と無意識が、互いの機能や役割を補完し合
いながら高度な社会的認知を成立させる、多
層的処理過程としての適応的なモデルを示
唆するものである。特に、人間の認知過程を
入力と出力の 2段階に分離した上で、それぞ
れの段階における意識性を想定するという
枠組みは、近年の測定手法の進展を取り入れ
た独創的なものであった。この枠組みに基づ
き、入力段階での意識と無意識を競合させる



ことで、より純粋な形での意識的処理と無意
識的処理の関係や、それぞれの処理特性を明
らかとすることができた。 
そして、この枠組みは、人間や意識を扱う
多くの学問領域へ応用可能な柔軟さを有し
ており、他分野への波及効果も大いに期待さ
れる。加えて、本研究での意識と無意識の多
層的処理過程は、「笑顔の裏に隠された怒り」、
「頭では分かっているが、ついその行動やっ
てしまう」といった思考と行動のずれなどを
示す現象の解明へも繋がる可能性を秘めて
おり、より実践的・社会的なインパクトも有
するものと考えられる。 
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